
3.人事院試験
対策編

P.11~25

3. 公務員試験
    対策編

3-1 (P.12~17)
1次試験
　3-1-1基礎能力試験（多肢選択式）
　3-1-2専門試験（多肢選択式）
　　　　法律区分、経済区分、院卒行政区分

3-2 (P.18~24)
2次試験
　3-2-1専門試験（記述式）
　3-2-2政策論文試験（大卒程度試験のみ）
　3-2-3政策課題討議試験（院卒試験のみ）
　3-2-4人物試験

3-3 (P.25)
公務員試験全体を通して

11 ※試験制度については、必ずご自身で
　最新の情報をご確認ください。



1次試験3-1

　国家公務員総合職1次試験は、全員が共通して受験する教養択一試験と、出願の際に自分で区
分を選んで受験する専門択一試験からなる選択式の試験です。これに合格することで2次試験を
受験することができるようになります。試験は2科目ですが、いずれの試験も試験時間が長く、
体力を要する試験であるともいえます。

　ここからは本年度内定者が受験した2023年度試験についてお伝えします。
　なお、2024年度より出題数の変更や試験日程、出題科目数等に大幅な変更があります。受験
にあたっては必ずご自身で受験要綱を確認いただくようお願いいたします。

1次試験について

　2023年度の国家公務員総合職1次試験の詳細は以下の通りです。
基礎能力試験（多肢選択式）：30題（2時間20分）→ 全体の2/15として換算
　　専門試験（多肢選択式）：40題（3時間30分）→ 全体の3/15として換算
基礎能力試験よりも専門試験のほうが配点が高いと言えます。

2023年度1次試験について

2023年度専門試験区分について

2023年度の国家公務員総合職試験で設けられていた試験区分のうち、2023年
度の官庁訪問で公正取引委員会が対象者としていた区分は以下の通りです。

　院卒者試験：行政区分、法務区分

大卒程度試験：政治・国際区分、法律区分、経済区分、教養区分

試験前年度の4-6月
3

試験前年度の1-3月
2

試験の2年前以前
1

試験前年度の7-9月
1

試験前年度の10-12月
1

勉強を始めた時期

（1次試験）

注：大卒程度試験を大学4年生で受験した場合、
　　試験の2年前以前→大学2年生まで
　　試験前年度の4-6月→大学3年生の4-6月
　を意味します。
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全体について

問題形式に慣れるために過去問をひたすら解きました。

1月ごろからは専門試験のための勉強と合わせて1日8時間以上を目標に
勉強していました。

2日に1回はすべての科目に触れられるように計画を立てていました。
数的処理と時事のみに絞って勉強しました。

直前期までは数的処理と文章理解を重点的に勉強し、直前期に知識系を

詰め込んでいました。

数的処理について

比較的早い段階から取り組み、毎日1問でも解く
　　　ことを意識しました。

数的処理は夏ごろから勉強を始め、1日に5問
　　　程度解いていました。

数的処理や判断推理の問題は毎日解くことを

　　　習慣づけ、感覚が鈍らないようにしました。

苦手だったので、問題集を何周もして基礎を固めていました。繰り返し

学習する中で自分が本当に苦手な分野を把握して、本番にどの順番で問

題を解くのかを考えるようにしました。

生協講座のオンデマンド授業のスケジュールについていけなかったの

で、例題を解いてわからないところだけ講義を見るようにしました。

文章理解について

文章理解は直前になってからスキマ時間を見つけて数問解いていまし

た。

知識系科目（主に数的処理・文章理解以外の科目）

大学受験で利用した科目は一度知識の貯めがあるので、直前期にざっと

目を通しました。

時事は3月半ばから勉強を始めました。

1次試験　-基礎能力試験-3-1-1

勉強方法を教えてください。

数的処理が苦手との声

が最も多かったです！

「早めから」＆「繰り

返し」対策をしていた

ようですね。
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役に立った参考書や問題集はありますか？

生協講座の問題集

市販の過去問題集

試験資格研究会編『新スーパー過去問ゼミ』

試験資格研究会編『公務員試験 速攻の時事』

時間配分について

試験では問題を解く順番を決めておくことです。私の場合は、知識系→

読解→数的処理→判断推理の順で解いていました。

過去問を実際に解く中で、文章理解、数的処理、知識系にそれぞれどれ

くらいの時間配分が望ましいのかも考えるようにするとよいと思いま

す。

模試の機会を活用して、文章理解の問題は時間の感覚をつかみ、数的処

理に時間を回せるようにしました。

勉強方法について

友人に教えながら勉強すると自分の理解も深まったように感じます。

塾講師のアルバイトをしていたので中学や高校で習った知識がなくなら

ずに済みました。

多数の教材には手を出さず、

1つの教材を何周もするとよい
とのアドバイスも！

アドバイス等ありましたら教えてください！

1次試験　-基礎能力試験-3-1-1

14

コラム：教養区分不合格体験記…
教養区分（秋試験）を受験していたのは8名中1名でしたが、
教養区分1次試験不合格の反省や振り返りをお伝えします。

　私は大学3年生の秋の教養区分を受験しましたが、1次で不合格だったの
で4年生の春試験で経済区分を受験しました。
　1次不合格の原因は、時間配分のミスと得意科目の過信だったと思いま
す。文章理解が得意だと思っていたので直前期には自然科学や人文科学分野

の知識の詰め込みを行いましたが、本番では知能分野の試験時間が大幅に足

りず、残り時間が少ない中で解いた文章理解の出来も散々でした。得意だと

思っていても、文章に触れておくくらいの日常的な対策はしておくべきでし

た…。
　教養区分受験前の夏休みに基礎能力試験の科目を集中的に勉強していたこ

とでそれ以降の時間をより配点の高い専門試験の勉強に充てることができた

ので、結果として教養区分を受験していて良かったと思います。モチベーシ

ョンの点でも、今回こそは受かってやる！と思って気持ちを切らさずに臨む

ことができました。



1次試験　-専門試験(多肢選択式)-3-1-2

法律区分（大卒程度試験）・行政区分（院卒試験）

15

勉強法

ひたすら過去問を解きました。何回も問題を解いて言い回しに慣れるこ

とが大切だと思います。

特に民法を選択する人は、要件効果を意識するといいと思います。

1月末までは憲法、民法、行政法、経済原論の勉強を一通りしました。こ
れらの科目は出題数が多く、国家一般職など他の試験でも使えます。そ

れ以降は労働法や財政学、行政学も勉強しました。

本格的に取り組み始めたのは大学3年の10‐11月頃でした。講座のオンデ
マンド授業の未視聴が溜まってしまったので、先生が書かれた参考書を

購入して読みまくり、忘れないうちに問題をたくさん解いて頭に定着さ

せるようにしました。このやり方をしたのは憲法、民法、行政法です

が、民法は一番不得意だったので、配信された授業をしっかり見ておけ

ばよかったと1次試験の直後に後悔しました。

選択科目

選択科目として挙がった科目：経済原論・労働法・財政学

経済原論は好きな科目だったので講座の授業で使う教科書を見ながら

問題集を何周もして勉強しました。

参考書

生協講座で配られる問題集

予備校の練習問題

過去問（これが1番良い参考書だと思います！）
試験資研究会編『新スーパー過去問ゼミ』

試験資格研究会編『国家総合職 専門試験 過去問500 』

アドバイス

総合職試験の専門の問題は他の試験種（国家一般職や裁判所事務官等）

にはあまり出題されない細かい論点が出題されることがよくあります。

そうした論点に対応するためには基礎力が必要だと思うので、初めは基

礎固めに重点を置きました。 基礎を固めた後、過去問をひたすら解きま
した。過去問を解くことで、「どういうひっかけがあるのか」「どうい

う細かい論点があるのか」ということを把握するようにしていました。



3-1-2

経済区分（大卒程度試験）

1次試験　-専門試験(多肢選択式)-
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勉強法

大学3年の6月から主要科目であるミクロ経済学・マクロ経済学を始めまし
た。大学の授業でも既に学んでいたので、演習中心に解きました。

計算だけでは解けないような問題も出題されるので、経済科目はテキスト

の読み込みが何より重要だと思います。

統計学や計量経済学は絶対に拾える問題が毎年出題されるので、むやみに

捨てないほうがよいと思います。

予備校で配られている練習問題を何回も解きました。（最終的に7週くら
いしました）

問題を見た瞬間に解法を思い浮かべて、この問題の注意はこういうところ

で、こういう能力が必要だよね、と自分に言い聞かせながら勉強していま

した。

選択科目

選択科目として挙がった科目：憲法・民法・国際経済学・経営学

憲法：勉強時間はかかりますが、内容も比較的理解しやすく、問題も

　　　　　　　　さほど難解でなかったため。他の公務員試験（国家一般職、

　　　　　　　　国家専門職など）との併願も考えると融通が効くはずです。

民法：もともと法律区分受験を考えており、一部勉強してしまって

　　　　　　　　いたため。総則・物権の範囲だけ勉強していました。

国際経済学：カバーしなければいけない量が少なく、勉強しやすいと

　　　　　　　　　　　感じたため。

経営学：講座の先生との相性がよく、勉強へのハードルが低い

　　　　　　　　　と感じたため。

憲法と国際経済学はおすすめですが、あとの1科目（3題）は好みに応
じて決めるとよいと思います。

参考書

公務員講座で配布される問題集

試験資格研究会編『国家総合職 専門試験 過去問500 』（過去問題集）

アドバイス

経済の問題は解法に共通するパターンがあることが多いので、解き方を身

につけられれば経済学部でなくても解きやすい問題が多いように感じま

す。数字に抵抗感がなければおすすめです。倍率も法律区分に比べて低い

です。



実際に、法律区分受験者であっても

経済原論の勉強もしていたり、

経済区分受験者であっても

憲法を勉強していたりしていました！

勉強法

予備校の講義で得た情報やメモをテキストに一元化するようにしていまし

た。見返すときにどの情報をどこに書き込んだのかを思い出す時間や作業

がもったいないと感じたので、練習問題や過去問で出てきた新しい情報

は、全てテキストに書き込むようにしていました。

自分に合った勉強スタイルを身につけることです。1日に時間を割り振っ
ていくつかの科目に手をつけるよりも、この日からこの日まではこの科目

に集中して必ず問題集を終わらせる！という方法のほうが私には合ってい

たので、自分でノルマを決めてその期間は集中的に1つの科目に取り組ん
でいました。

科目が多いので、2日に1回はすべての科目に触れられるように計画を立て
ていました。

わからないところがあれば、自分1人で考えすぎず、先生に質問するとい
うことも意識していました。

選択科目

国家一般職や国家専門職など、他の試験種との併願を考えて科目を選ぶの

がおすすめです。

区分に共通してアドバイスはありますか？

3-1-2
1次試験　-専門試験(多肢選択式)-
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試験年度4月（1次試験後を含む）
5

試験前年度の1-3月
2

試験前年度の10-12月
1

　面接試験は、専門試験（記述式）や政策論文試験（または政策課題討議試験）

が行われる試験日とは別日に行われます。日にちは専門試験等の試験日に受け取

る用紙に記載されています。

　指定された日時に指定場所に集合し、面接まで待機します。人によっては待ち

時間が長くなることもあります。

2次試験3-2

2023年度2次試験について

面接試験について

勉強を始めた時期

（2次試験）

　2023年度の国家公務員総合職2次試験の詳細は以下の通りです。
　　　　　　　専門試験（記述式）：3題（4時間）→ 全体の5/15として換算
政策論文試験（大卒程度試験のみ）：1題（2時間）→ 全体の2/15として換算
政策課題討議試験（院卒試験のみ）：（おおむね1時間30分）→全体の2/15として換算
　　　　　　　　人物試験（面接）：→全体の3/15として換算
※教養区分を除いた区分のうち、公正取引委員会が2023年度官庁訪問において採用を行っ
た区分についてのみ掲載しています。

※2024年度は変更がある場合があります。受験にあたっては必ずご自身で受験要綱を確認
してください。
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法律区分（大卒程度試験）・行政区分（院卒試験）

科目選択

選択した科目として挙がった科目：憲法、民法、行政法、公共政策

勉強法

全体を通して

三段論法、要件効果、結論の妥当性を意識しました。 本番では六法全
書が使えないため、各科目の主要な条文は覚えておくといいと思いま

す。

過去問は5，6年分解きました。
1次試験が終わってからは専門記述ばかりやっていました。
記述対策の参考書の解答例を見ながらそれを自分なりにまとめたりし

て、言い回しやフレーズを覚えたり、書かなければならない内容やそ

の組み立て方を理解できるように意識しました。

憲法や行政法は他の試験種でも使う予定があったので、早めに着手し

ました。

科目別

　〈 憲法 〉
始めた時期：2次試験1か月前の4月から/2月から
2月に始めたときは総合職の試験対策というよりは、裁判所事務官の
論文試験を意識した対策をしていました。1次試験の後は、事例問題
形式の対策をし始めました。 

　〈 民法 〉
始めた時期：2次試験1週間前から/2次試験1か月前の4月から/2月か
ら

趣旨・要件・効果の3つをひたすら暗記しました。 
　〈 行政法 〉

始めた時期：2次試験1週間前から/2月から
　〈 公﻿共政策 〉

始めた時期：2月から
公共政策を意識した対策というよりは、国家一般職で出題される教養

論文を意識した対策を行っていました。 

2次試験　-専門記述-3-2-1
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3-2-1

参考書

生協講座の記述対策問題集

試験資格研究会編『国家総合職 専門試験 過去問500 』

アドバイス

専門記述を使える他の試験種が少ないためあまり勉強していませんでした

が、上位合格を目指すためには記述の勉強ももっとしておくべきでした。

法学部に所属していて答案の書き方等に苦戦することはあまりなかったの

で、法学部に入っていてよかったと感じました。

1次試験の専門択一の勉強をするときに、選択肢の言い回しを覚えていく
と専門記述の際に役立ちます。あとは書き方に慣れることが大事です！

1次試験の択一試験の準備で精一杯だったので、2次試験の対策に手を付
けるのが遅くなってしまいました。特に民法について、もっと早くから対

策しておけば、しんどくなかったのかなって今になって思います。

本番では民法の記述をあまり書くことができませんでしたが、その原因は

そもそも1次試験の択一試験対策の勉強で理解が浅かったことにあると思
います。苦手な科目は択一試験の勉強をもっとしっかりやっておくべきで

した。

2次試験　-専門記述-
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経済区分（大卒程度試験）

勉強法

勉強を始めた時期：1月/4月
ここでもテキストの読み込みが重要だと思います。また、実際に問題を

解いて答案を書いてみることは、１回は経験しておいた方が良いと思い

ます。どれくらい時間がかかるのか、参考になるためです。

演習問題が過去問だけでは足りない、という方は大学でマクロ・ミクロ

経済の講義を取っていた場合、講義で用いたテキストの練習問題に取り

組んでみるのもおすすめです。

予備校で配られている択一専用の問題集を、解説通り書けるかというこ

とを意識して勉強していました。

科目選択

選択した科目として挙がった科目：財政学、経済政策、公共政策

　　　　（経済理論は必須回答）

財政学は解く前提で、残りの1問は問題を見て決めました。
公共政策の出題委員の先生の専門分野を存じ上げていたので、その問題

は解くつもりで、あとの1問は当日に問題を見て決めました。結局経済政
策を解きました。

財政学は山が外れたときのリスクが大きいと感じたので、自分の専門分

野が出たらそれを選択することにし、それ以外の分野が出題されたら経

済政策を選ぼうと考えていました。

参考書

過去問

試験資格研究会編『国家総合職 専門試験 過去問500 』
　　　（専門記述のためだけに購入した人は少なかったです）

アドバイス

私は年明けに対策を始めましたが、もっと早くから記述対策は意識した

ほうが良かったかもしれません。

都庁など他の試験種の出題形式とはかなり異なるので、他の試験種の対

策をしていても太刀打ちできないなと思いました。総合職の過去問を解

いておくことが重要だと思います。

2次試験　-専門記述-3-2-1
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勉強法

勉強を始めた時期：1次試験後/1次試験の合格発表後/直前
公務員試験向けの参考書を読みました。

日々のニュースを見ておきました。

政策論文の参考書を購入して読みました。時事の勉強もしました。

足切りにさえならなければいいかなという気持ちでおり、対策にはあまり

力を入れていませんでした。どのような構成で書けば良いのかということ

を過去問を通じて学ぶようにしていました。

専門記述に時間を割いていたため政策論文対策に費やす時間がほとんどな

く、講座で配信された授業を見ることくらいしか出来ませんでした。た

だ、そこで文章の組み立て方などをしっかり教えて頂いていたので、時間

が足りなくならないようにだけ気を付けて、当日はある程度の全体像を自

分の中で作ったらとにかく書き進めようと思って取り組みました。政策論

文試験の素点は悪くなかったので、授業を聞いてこれだけはしっかりやる

といったポイントを抑えて組み立てたことが良かったのかなと思います。

アドバイス

何よりも文章のひな形を身につけることが大事だと思いました。

実際に過去問を解いて書いてみるトレーニングをおろそかにしてしまいま

した。自分で答案を書く経験は積んでおくべきだったなと反省していま

す。

本番は何を書いていいのか全然分からず絶望したので、もっとしっかり勉

強するべきだったように感じます。

文章を読んで内容を把握し、何をどの順で書くか構想を立てるまでをスム

ーズにできるように練習することが大事かと思います。

資料を素早く読み、いくつかの結論を用意しておくと

　  議論しやすいと思います。ここでも結論の妥当性は
　  意識しました。

政策課題討議試験（院卒試験のみ）

2次試験　-政策論文試験-
　　　　  -政策課題討議試験-

3-2-2

政策論文試験（大卒程度試験のみ）

3-2-3
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当日の様子

基本的な内容を聞かれることが多かったです。

聞かれたことに対して簡潔かつ正確に答えるよう心がけました。

人事院面接は時間が比較的短く、面接カードに書かれた内容に沿って、

面接官の方から質問を受けます。面接カードには自分が話せる内容、聞

いてほしい内容を書くように心がけました。

話すときには「笑顔」「ゆっくり」「簡潔に」を心がけていました。 内
容については、個人で頑張ったエピソードとグループで頑張ったエピソ

ードの2つを用意していました。

対策法

対策を始めた時期：2月/3月/4月
初めに面接で話す内容の原稿を作りました。

ネット上で調べた想定質問のような質問に対

する返答と、それに対して深堀りされそうな

質問とその答えを考えて暗記するようにしま

した。  1次試験合格発表後はほとんど毎日友
人に面接練習を手伝ってもらっていました。

予備校の面接シミュレーションを使ったり友

人とZOOMを用いたりして、ひたすら話す練
習をしました。

公務員講座でOB・OGの方や講座の先生方、
事務局の方々など沢山の方に面接練習をして

頂き、他の併願先等のための練習を含めて面

接練習は10回近く行いました。回数を重ねた
ことで段々と質問に答えられるようになり、

練習すればしただけ成果が出たと思います。

　　　本番の直前に講座の先生と行った練習の中で、答えたことについての

　　　具体例やエピソードが足りないと指摘され、最後の最後まで調整しまし　　

　　　た。実際に本番でも面接官の方から具体例やエピソードがあれば教えて

　　　ほしいと言われたので、自分の回答を裏付ける話を準備しておいてよか

　　　ったと思いました。

事前に話す内容について考えすぎると原稿を読むように話してしまう癖

があったので、伝えたいキーワードだけノートに書き留めておき、あと

は面接の会話の流れに任せました。

2次試験　-人物試験-3-2-4

人物試験

面接対策は2次試験合格後の
官庁訪問にも役立つため、

重点的に取り組んだ人が多い

ようです。

面接練習の方法や本番への

臨み方には個性が表れて

いますね。
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アドバイス

面接カードについて

他の人に面接カードを添削してもらう際は、他の人のアドバイスよ

りも自分の納得を優先させた方がよいと思います。もちろんご自身

が納得して修正するのは良いと思いますが、もし自分が納得してい

なければ、深堀りされて想定していなかった質問を受けたときに本

当に思っていることを伝えられないからです。

面接カードは、面接官の方に深堀りしてほしい内容を暗示させるよ

うな書き方が出来れば完璧だと思います。

面接当日について

民間就活を行っており、面接に慣れていたのはとても役に立ちまし

た。

人事院面接の会場がかなり遠く、慣れない路線で大変でした。

人事院面接は場合によっては待ち時間が非常に長いため、小さい参

考書など時間を潰せるものがあると良いです。

面接練習について

面接官には様々な年次の方がいらっしゃったので、練習の際もいろ

いろな人に面接練習の相手を頼んでみるといいと思います。

緊張されると思いますが、本当にすぐ終わります。

面接は慣れも大きいと思うので、友人や予備校の先生と面接練習は

やっておいた方がいいと思います。1人で練習するだけだと気づかな
い部分があります。

面接の原稿暗記は良くないとよく言われますが、面接の苦手な自分

には丸暗記が合っていました。

1次試験の終了を待たずに勉強の合間にコツコツと練習しておくと試
験前に焦らないと思います。

2次試験　-人物試験-
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英語加算

英語加算は確実に取りましょう。試験の内容を

　　　考えるとTOEICが取り掛かりやすいように思い
　　　ます。

困ったエピソード

人物試験の際、「新たに作成したい法律はありますか？その理由は？」

という質問がありました。普段あまり考えたことがありませんでした

が、何とか答えることができました。  このときは頭が真っ白になりか
け、ダメかと思いました。

人事院面接でガチガチに緊張してしまったことがとても印象に残ってい

ます。民法の論述がうまくいかず、絶対に面接試験で巻き返してみせ

る！！と意気込んでいましたが、その意気込みがここで失敗できないと

いうプレッシャーに変わり、面接試験では自分でも何を言っているのか

分からないくらいに緊張してしまいました。練習のときの反省を活かし

て具体的なエピソードも準備していましたが、想定外の質問もあり、焦

りすぎてうまく回答出来ませんでした。面接試験を何とか終えたときに

は当日の出来なさ具合にかなり落ち込みましたが、帰り道が同じだった

他の受験生とお疲れさまと言いながら一緒に帰ることができたことが救

いでした。

アドバイスなど

勉強を開始する時期が遅かったので、分からないところがあればすぐに

先生に質問することを心がけていました。生徒の中で一番質問したと思

います。(笑)
1次試験から2次試験までの間が短く、他の試験や民間との併願を考える
と2次試験の勉強だけに集中できる時間はかなり少ないです。そのため、
1次試験までの隙間時間に少しでも準備を進めるとよいと思います。
試験前に必ず見返したいところを事前に決めておくと、試験の休憩時間

を有効活用できるのでおすすめです。また、面接日も含めてかなり拘束

時間が長いので、試験日前後はきちんと休息をとるように心がけていま

した。

焦ったときは深呼吸して天井を見上げるようすることを心がけていまし

た！また、試験が始まる前は好きな曲を聞いてテンションを上げて試験

に挑むようにしていました。

公務員試験全体を通して3-3

英語加算、困ったエピソード、アドバイスなど

加算を取らなかった人からも、

もし加算があれば

心に余裕ができたとの

意見もありました！
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